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平成30年6月議会教育厚生委員会追加資当

大阪北部の地震による泣ンクリートブロック塀倒壊を踏まえた緊急対応にっいて

【大阪府高槻市の状況】

大阪北部で震度6弱を観測した地震で、高槻市立の小学校プールに設冒してぃるコンク
リートブロツク塀が倒壊し、通学途中の児童が死亡する事故が発生した。

新聞報道では、倒壊したプロック塀が建築基準法に違反するものであった。
※違反の内容:ブロツク塀の高さが2.2メートノレを超えるものであったとと。

(糸勺 3.5 メートノレ)

塀を支える基礎などの設備がなかったとと。

【長崎市の対応】

高槻市での事故を受け、ブロック塀の現状を把握し、必要な措置を講じるため、まず6
月19日付けで市立の全小中学校・高校へ通知し、ブロック塀の状況確與を行ってぃると
とろである。

また、あわせて建築基準法第12条による点検等において、是正が必要とされたものを、
緊急性があるものから順次対応をしているが、現在、優先度が低く、未対応となってぃる
ものも、再度の現地調査を行い、必要な措置を講じる。

合計

【参考 12条点検における指摘件数と対応状況】

点検実施期間:平成27年度から平成29年度

小学校

中学校

学校数

校

※緊急性があるものから順次実施中であり

容である。

68校

指摘有

38校

10 7校

1校

16校

対応済み

11校

1校

28校

4校

対応中
今年度

対応予定

1校

4校

2校

未対応であるものは軽微なクラックが主な内、

工事対応

予定

2校

3校

1

1校

2校

未対応

1校

8校

9校

1校

18校

高
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不審者による被害事案について(容疑者逮捕)

1日時平成30年6月5日(火)

2 場所長崎市南部の住宅街の路上

3 該当児童長崎市内在住の小学2年生女児

4 事案の概要

平成30年6月5日(火)15時半ごろ、長崎市内在住の

女児が、下校中にわいせつ被害を受け、'全治10日間の打撲

と擦の傷を負った事案について、容疑者が6月18日(月)、

「強制わいせつ致傷」の疑いで、東京都内で逮捕された。

当該女児は、昨日から保護者とともに学校への登校を再開

している。

5 当該校の対応

O SCによる家庭訪問と面談(当該校はSC配置校)

0 全校児童への注意喚起と近隣小中学校との連携

0 集団下校の実施

0 子どもを守るネットワークとの情報共有

平成30年6月1 9日

学校教育、課
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